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平成 26年度習志野市公営企業決算概要～ガス・水道事業会計～ 



 

 

ご挨拶 
 

習志野市企業局 

企業管理者 本城 章次良 

 

 

本日は大変お忙しい中、習志野市公営企業運営協議会にご出席いただきまして、誠

にありがとうございます。委員の皆様におかれましては、日頃より私ども企業局、そ

して習志野市に対し、多大なるご理解、ご協力をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。この場をお借りし、改めて御礼申し上げます。 

本日の会議では、平成２６年度習志野市公営企業会計決算の概要につきまして、皆

様にご説明させていただきます。 

決算について概要を申し上げますと、ガス事業につきましては、3 億 1,342 万 1 千

円の利益を計上いたしました。また水道事業につきましても、3 億 7,058 万 7 千円の

利益を計上いたしました。両会計がともに黒字決算を迎えることができましたのは、

ひとえに市民の皆様のご愛顧の賜物であり、心から感謝を申し上げる次第でございま

す。 

そして、皆様に大変嬉しいご報告がございます。このたび企業局のガス事業が、優

良地方公営企業総務大臣表彰を受賞いたしました。後ほど改めてご報告させていただ

きますが、優良地方公営企業の受賞は、昨年受賞した滋賀県の大津市企業局に続き、

公営のガス事業におきましては全国２番目の受賞でございます。 

今回の受賞は、57 年という長きに亘って行って参りましたガス事業に対する表彰

であり、これまでガス事業に関わってこられたすべての皆様に対する表彰であると考

えております。今後とも、市民の皆様のご期待、ご信頼に応えられますように、諸先

輩方が脈々と受け継いでこられたガス事業を守り、発展させられるよう、職員一丸と

なって努力して参りたいと思います。 

最後になりますが、本日ご出席いただきました皆様のご健勝を心よりお祈り申し上

げますとともに、本日の会議が有意義な場となりますようご祈念申し上げまして、開

会に当たってのご挨拶とさせていただきます。 
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会議次第 

 

 

議題 

 

平成 26年度習志野市公営企業決算概要について 

 

 報告事項 

1．平成 27年度優良地方公営企業総務大臣表彰について 

2．（仮称）第４給水場建設工事の進捗状況について  

3．習志野市水道事業収支改善検討委員会について 

4．第４６回ガスフェスタについて 
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1 お客様（メ－タ－）増加件数 件

　 　 　

2 平成２６年度末お客様（メ－タ－取付）件数 件 （対 前 年 度 比　　　 ％増）

　 　

3 ガス販売量 （４５　ＭＪ） 千m3 （対 前 年 度 比　　　 ％減）

　 　

4 ガス導管の本支管布設延長数 ｍ

　事業収益は、７，８２４，４３７千円で前年度比２．１％の増収、対する事業費用は、７，５１１，０１６千円で

前年度比２．５％の増加となりました。

　 営業収益は、全額ガス売上で、販売量は工業用等が減少したことから、前年度に比べ減少となりましたが、

原料である外国産天然ガスの価格が年間を通じて高値で推移したことから、原料費調整制度により単位料金に

反映されたことで、前年度に比べ２０６，１６４千円増収の７，０６３，６５４千円となりました。

 　一方、営業費用も、購入ガス費が増加し、前年度に比べ６３，７４８千円増加の６，８９３，６３７千円で、

営業収支は１７０，０１７千円の利益となりました。

　このほか、営業雑収支の一般家庭及びマンション等のガス設備工事と器具販売における利益２８，０６６千円と、

営業外収支の利益１５１，８６５千円を加え、特別損失３６，５２７千円を差し引いた後の

当年度純利益は、３１３，４２１千円となりました。

平成２５年度繰越利益剰余金　　　　　　 ３，８６９千円

平成２６年度制度改正による未処分利益剰余金増加額　　　　　　

制度改正の移行処理による増加 ２，８００，４４０千円

減債積立金の取り崩しによる増加 １００，０００千円

建設改良積立金の取り崩しによる増加 １８０，０００千円 ３，０８０，４３９千円

平成２６年度純利益　　　　　　 ３１３，４２１千円

☆　　　　　　未処分利益剰余金　　　　　　 ３，３９７，７２９千円

利益剰余金処分額

１００，０００千円

２１７，２９０千円

３，０８０，４３９千円 ３，３９７，７２９千円

翌年度繰越利益剰余金 ０千円

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．事　業　収　益　（消費税等含む）

収 収 　 ２．事　業　費　用　（消費税等含む）

　

益 　 １．事　業　収　益　（消費税等含まず）

２．事　業　費　用　（消費税等含まず）

的 支 当　年　度　純　損　益　 －

　 　 １．資　本　的　収　入（消費税等含む）

資 収 　 ２．資　本　的　支　出（消費税等含む）

本 　

的 支 　

－

　　○　

資本金への組入

剰
　
余
　
金
　
の
　
処
　
分

事
　
業
　
の
　
概
　
要

(3) 投 資 そ の 他 の 資 産

(2)

(3)

　　○　

(1) 減 債 積 立 金

建設改良積立金

項　　　目

平 成 ２６ 年 度 習 志 野 市 ガ ス 事 業 決 算 概 要（案）

議 案 第 号

区分 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

553

100.0 皆増

75,664 0.7

63,776 1.6

6,185

収
　
支
　
の
　
概
　
要

(Ａ) 千円 (Ｂ)

9,010,900

執 行 率 前年増減比

(1)

％ ％

92.3 4.8

(3)

(2)

事　業　別

9,123,900 8,423,103 △ 700,797

差　引　不　足　額

3,700,000 3,700,000 0

千円 （Ｂ - Ａ） 千円

予　算　額 決　算　額 増　減　額

89.3 5.0

8,457,000 7,824,437 △ 632,563 92.5 2.1

8,045,777 △ 965,123

△ 909,984 89.2 2.5
36,000 313,421 277,421 △ 6.0

8,421,000 7,511,016

608,256 522,892 △ 85,364 86.0 1,544.9
4,880,997 4,573,455 △ 307,542 93.7 403.2

△ 100 99.9 2.1
(1) 建 設 改 良 費 1,071,597 764,155 △ 307,442 71.3

4,272,741 4,050,563 △ 222,178 －

△ 4.7
(2) 企 業 債 償 還 金 109,400 109,300

5,366,381

5,741,761

6,049,123

6,409,013

6,857,491
7,063,654

61,668
66,023 63,778 64,845 64,795 63,776

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000

6,500,000

7,000,000

7,500,000

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

販売量（千ｍ３）
ガス売上（千円）

販売量及びガス売上の推移

2,983
3,445

3,830
4,103

4,693 4,888

629

621

619
644

542
606

863

810

790
774

755
822

398

395

414
435

431
424

177

196

125

169

181

135

765
760

720
835

725
636

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

（百万円） 事業費用 構成別の推移
その他

修繕費

委託料

減価償却費

職員給与費

原料・購入ガス費

６,４９８

７,５１１

５,８１５
６,２２７

６，９６０
７，３２７

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

習志野市 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

（円）

近隣ガス事業者料金比較表

４,７８６円
（習志野市を１とした場合）

６,１８１円

（１.２９倍）

６,３７０円

（１.３３倍）

（消費税等含

む）

６,５６５円
（１.３７倍）

販売量

ガス売上

一般家庭で１ヶ月平均３２m3のガスを使用した場合

（４５ MJ/m3） 平成２７年３月末現在

（４５ ＭＪ換算）
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1 お客様（メ－タ－）増加件数 件

　 　

2 平成２６度末お客様（メ－タ－取付）件数 件 （対 前 年 度 比　　　 ％増）

　 　

3 水道販売（給水）量 千m3 （対 前 年 度 比　　　 ％減）

　

4 配水管の本支管布設延長数 ｍ

   　　事業収益は、２，２３１，６７４千円で前年度比２３．４％の増収、対する事業費用は、

　 営業収益は、給水収益が主で、販売量は節水意識の浸透や節水機器の普及などの影響により

前年度に比べ減少したことから、３２，０３７千円減収の１，７５４，１３０千円となりました。

　 一方、営業費用は、動力費等の増加により前年度に比べ２３，２０３千円増加の１，８２６，７６６千円で、

営業収支は７２，６３６千円の損失となりました。

　　このほか、営業外収支の利益４６０，２６７千円を加え、特別損失１７，０４４千円を差し引いた後の、

当年度純利益は、３７０，５８７千円となりました。

平成２６年度制度改正による未処分利益剰余金増加額　　　　　　

制度改正の移行処理による増加 ３，０８９，４５５千円

減債積立金の取り崩しによる増加 ７０，０００千円 ３，１５９，４５５千円

平成２６年度純利益　　　　　　 ３７０，５８７千円

☆　　　　　　未処分利益剰余金 ３，５３０，０４２千円

利益剰余金処分額

３，５３０，０４２千円

翌年度繰越利益剰余金 ０千円

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．事　業　収　益　（消費税等含む）

収 収 　 ２．事　業　費　用　（消費税等含む）

　

益 　 １．事　業　収　益　（消費税等含まず）

２．事　業　費　用　（消費税等含まず）

的 支

　 　 １．資　本　的　収　入（消費税等含む）

資 収 　 ２．資　本　的　支　出（消費税等含む）

本 　

的 支 　

   　１，８６１，０８７千円で前年度比２．１％の増加となりました。

(1)

(2)

(1) 資本金への組入

平 成 ２６ 年 度 習 志 野 市 水 道 事 業 決 算 概 要（案）

議 案 第 号

区分 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

546
事
　
業
　
の
　
概
　
要

55,621 1.0

11,549 1.6

3,934

収
　
支
　
の
　
概
　
要

剰
　
余
　
金
　
の
　
処
　
分

　　○　

事　業　別 予　算　額 決　算　額

　　○　

増　減　額 執 行 率 前年増減比

項　　　目 (Ａ) 千円 (Ｂ) 千円 （Ｂ - Ａ） 千円 ％ ％

2,499,200 2,365,884 △ 133,316 94.7 24.7
2,081,300 1,982,681 △ 98,619 95.3 4.2

2,345,000 2,231,674 △ 113,326 95.2 23.4
1,946,000 1,861,087 △ 84,913 95.6 2.1

当　年　度　純　損　益　 399,000 370,587 △ 28,413 － 2,616.0

535,159 307,749 △ 227,410 57.5

674,059 465,027 △ 209,032 69.0

△ 19.3
757,059 547,919 △ 209,140 72.4 △ 42.5

△ 46.6
(2) 企 業 債 償 還 金 83,000 82,892 △ 108 99.9 1.5
(1) 建 設 改 良 費

差　引　不　足　額 221,900 240,170 18,270 － －

1,823,783
1,851,640

1,815,272 1,807,449
1,772,212

1,741,632

12,029
12,184

11,964 11,886 11,736
11,549

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

1,700,000

1,800,000

1,900,000

2,000,000

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

販売量（千ｍ３）
給水収益（千円）

販売量及び給水収益（料金収入）の推移

給水収益

販売量

403 405 405 404 403 403

275 279 246 253 232 278

610 611 621 634 628 620

155 153 172 166 149 148

126 155 135 129 138 135

228 217 241 249 273 277

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

（百万円）
事業費用 構成別の推移

その他

修繕費

委託料

減価償却費

職員給与費

受水費

１,８２３ １,８６１
１,７９７ １,８２０ １,８２０ １,８３５

３,１９０円

（１.２４倍）
３,１３２円

（１.２１倍）

３,０６７円

（１.１９倍）
３,０２４円

（１.１７倍）
２,８２９円

（１.１０倍）
２,７２１円

（１.０５倍）
２,７１０円

（１.０５倍）

２,５８１円

（習志野市を

１とした場合）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

習志野市 構成団体Ａ 構成団体Ｂ 構成団体Ｃ 構成団体Ｄ 構成団体Ｅ 構成団体Ｆ 構成団体Ｇ

（円）

北千葉広域水道企業団構成団体料金比較表
一般家庭で１ヶ月平均２０ｍ３の水を使用した場合
（口径 ２０ミリメ－トル） 平成２７年３月末現在

（ＪＲ総武線を境に海側地域は千葉県、内陸地域は習志野市の料金となります。）

（消費税等含む）
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平成 27年 7月 24日 

 

平成 27年度優良地方公営企業総務大臣表彰 
 

昨年度より、経営の健全性が確保されており、かつ、他の地方公営企業の模範と

なる取組を行っている地方公営企業を対象として、総務大臣表彰を行っています。

第２回目の今回は、被表彰企業を次のとおり決定しましたので、お知らせします。 

 

１ 被表彰企業 

  埼玉県企業局（水道事業）    長門川水道企業団（千葉県）（水道事業） 

  奈良県水道局（水道事業）    山口県周南市上下水道局（水道事業） 

 鹿児島県和泊町（水道事業）   北九州市上下水道局（工業用水道事業） 

  宮崎県企業局（電気事業）    千葉県習志野市企業局（ガス事業） 

 

２ 表彰式 

日時 平成 27年 7月 24日（金）16:50～17:50 

  場所 ルポール麹町 3階「マーブル」（東京都千代田区平河町 2-4-3） 

 

３ 選考について 

   被表彰企業は、地方公営企業法を適用している地方公営企業のうち、自薦又

は他薦された地方公営企業について、経営の健全性や、他の地方公営企業の模

範となる取組の実施状況を中心に総合的に判断し決定したものです。なお、今

年度の選考に当たっては、有識者会議を開催し意見聴取を実施しています。 

 

（有識者会議） 

日時 平成 27年 6月 4日（木） 

   委員 堀場 勇夫（青山学院大学経済学部教授）（座長） 

      石井 晴夫（東洋大学経営学部教授） 

      石田 直美（株式会社日本総合研究所総合研究部門シニアマネジャー） 

      小西 砂千夫（関西学院大学大学院教授） 

      滝沢 智（東京大学大学院教授） 

      辻 琢也（一橋大学大学院教授） 

 

（添付資料） 選考及び被表彰企業の概要 

 

連絡先 

 

総務省自治財政局公営企業課 

担当：遠部、中井 

電話：０３-５２５３-５６３４ 

F A X：０３-５２５３-５６４０ 
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選考及び被表彰企業の概要 

 

１ 選考について 

被表彰企業は、地方公営企業法を適用している地方公営企業のうち、自薦又は他薦さ

れた地方公営企業について、以下の観点を中心に総合的に判断し決定したもの。 

① 経営の健全性が確保されているか 

・６か年(実績５か年、直近見込１カ年)以上継続して、 

経常利益を計上、資金不足額なし、累積欠損金なし 

② 他の地方公営企業の模範となる取組が行われているか 

・計画的経営、ストックマネジメント、企業債残高管理、料金適正化、 

情報公開、広域化、民間的経営手法の導入、人材育成 等 

２ 被表彰企業について 

被表彰企業名 概要 

埼玉県企業局 

（水道事業） 
〔自薦〕 

・719万人に給水する府県営では最大級の水道事業体（職

員数 346名）。 

・大久保浄水場のＰＦＩ事業や、ストックマネジメント

実践等、効率化・健全化に向けた総合的な取組を実施。 

長門川水道企業団（千葉県） 

（水道事業） 
〔自薦〕 

・千葉県の１市１町２万人に給水する一部事務組合（職

員８名）。 

・ＤＢＯ型の民間委託による業務の効率化を先駆的に実

施。 

奈良県水道局 

（水道事業） 
〔自薦〕 

・129万人に給水する水道事業体（職員 76名）。 

・県が主導して、市町村の水道と垂直・水平の広域的な

連携を県内３エリアの特性を活かして推進する「奈良

モデル」を確立。 

山口県周南市上下水道局 

（水道事業） 
〔山口県推薦〕 

・12万人に給水する水道事業体（職員 66名）。 

・近隣自治体と施設の共同管理等で協働する他、計画的

な経営を実施。 

鹿児島県和泊町 

（水道事業） 
〔自薦〕 

・７千人に給水する水道事業体（職員５名）。 

・離島で人口規模の小さい地域にあっても、技術者の育

成や適時の改修工事等、事業の持続可能性を高める取

組を実施。 

北九州市上下水道局 

（工業用水道事業） 
〔自薦〕 

・65事業所に給水する工業用水道事業体（職員 26名）。 

・施設の共有化など多面的に市の水道事業と提携し、財

務状態を健全化。また、利用者等との意見交換を実施

し、需要拡大に向けた料金設定等を実施。 

宮崎県企業局 

（電気事業） 
〔公営電気事業経営者会議推薦〕 

・公営電気事業体として全国３番目の規模の合計最大出

力 15万８千 kW余の発電能力を有する（職員 117名）。 

・計画的な経営を実践する他、発電所の集中監視制御シ

ステムの先駆的な導入等により業務効率化を実施。 

千葉県習志野市企業局 

（ガス事業） 
〔日本ガス協会推薦〕 

・7.5万戸にガスを供給する事業体（職員 59名）。 

・計画的な経年管更新等により、施設の安全性を高めつ

つコスト削減を図っている他、市の他事業との連携等

により業務効率化を実施。 

※表中の計数は平成 26年３月末現在のものです。 
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平成２７年８月２４日  

公営企業運営協議会説明資料  

企業局  供給課  

 

 

（仮称）第４給水場建設工事の進捗状況について  

 

 

１．報告  

  （１）北千葉広域水道企業団受水管布設予定ルートの地質調査  

実施日：平成２７年６月１５日～平成２７年７月３日  

     場  所：船橋市市境の泉町２丁目から３丁目にかけて３箇所  

         （別紙参照）  

実施者：日本水工設計（株）千葉事務所  

 

（２）特定建築行為における住民説明  

実施日：平成２７年７月８日～平成２７年８月１２日  

対 象：仮称）第４給水場敷地境界から５０ｍ範囲内の  

    敷地の所有者、建物の所有者および居住者  

 

  （３）仮称）第４給水場完成予定模型作成  

 

 

２．今後の予定  

  （１）実施設計    平成２７年４月～平成２８年３月（実施中）  

（２）建設工事    平成２８年度～平成３１年度  
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地質調査実施箇所の位置図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査場所２ 

調査場所１ 

調査場所３ 

第１給水場 

（仮）第４給水場 

第１給水場と 

(仮)第４給水場を結ぶ 

水道管 
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習志野市水道事業収支改善検討委員会 最終報告書 

 

１．是非早急に実施していただきたい案 

（１）ミストシャワーの推進（簡易型：５千円～１万円/台、ファン搭載型：約３５万円/台） 

（２）企業局独自のポスター制作（Ａ２版１００枚またはＡ３版１５０枚：１２５円/枚） 

（３）ハッピーバスへの広告でＰＲ（８台、１年間：８０万円） 

（４）学校の蛇口付近に『企業局のおいしい水』とラベルを貼り、こども達にアピール  

（５）教育現場（授業時間）を使用しての出前講座 

（６）小中学校の家庭科の授業で『企業局のおいしい水』を使用した炊飯実習 

（７）学校へ企業局のペットボトルを無料で配布し、水道水の飲用を働きかけ 

（８）見学会の強化（企業局、北千葉） 

（９）水の硬度等を測定し、企業局の水に合った料理を広報等で紹介 

（10）健康マイレージ（健康支援課）、関係部局・習志野医師会などと連携して入浴促進  

（11）広報で専門家のインタビューなどを特集 

（12）加湿器など水を使った道具のメリットでＰＲ 

（13）水のモニターを募集（千葉県水道局のウォーターメイト参考）  

（14）名称を「企業局のおいしい水」に変更 

 

２．予算や期間を伴うが是非実施していただきたい案 

（１）学校給食の牛乳を企業局の水に変更（ペットボトルで無料配布） 

（２）学校の蛇口をリニューアル 

（二口水栓：約５千円/個、ビルトインタイプ：約６５万円/台） 

（３）ナラシドを模った水栓を制作（具体的でないと算出不可能） 

（４）使用量ノルマを達成した人へ景品贈呈（お風呂関係の商品）（１千円程度） 

（５）ギフト品を開発（３～５千円程度） 

（６）モンドセレクションで金賞を取得（約１５万円/申請） 

 

３．将来的な実施を是非検討していただきたい案 

（１）洗車場の誘致及び建設 

（２）料金体系の変更 

（３）水素事業への参入 
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